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ステップ１ 比を求める 

１ 右の図のように、大円と小円が重なっていま

す。重なっている部分の面積が大円の面積の

2
7、小円の面積の

1
3です。このとき、（  ）に

あてはまる数を求めなさい。 

 

   重なっている部分の面積は等しいので、 

     大円の面積×（   ）＝小円の面積×（   ） 

     ➞ 大円の面積：小円の面積＝（   ）：（   ） 

                  ＝（   ）：（   ） 

                  ＝（   ）：（   ） 
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 大円   重なり   小円 

（   ）：（   ） 

     （   ）：（   ） 

（   ）：（   ）：（   ） 

２ １をちがう解き方で解きます。右の図のよう

に、大円と小円が重なっています。重なって

いる部分の面積が大円の面積の
2
7、小円の面積

の
1
3です。このとき、（  ）にあてはまる数

を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 ⑴ 大円の面積：重なり部分の面積＝（   ）：（   ）です。 

 

 ⑵ 小円の面積：重なり部分の面積＝（   ）：（   ）です。 

  

 ⑶ ⑴、⑵より、大円の面積：重なり部分の面積：小円の面積 

   ＝（   ）：（   ）：（   ）です。 

 

 ⑷ 大円の面積：小円の面積＝（   ）：（   ）です。 
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３ 図のように、大円と小円が重なっています。重なっている部分の面積

が大円の面積の
2
5、小円の面積の

3
4です。大円と小円の面積の比を求め

なさい。 
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ステップ２ 面積を求める 

４ 図のように、Ａ、Ｂ２つの円を重ねてできた図形の面積（太線で囲ま

れた部分の面積）は 220 ㎠で、重なっている部分の面積はＡの
1
3で、Ｂ

の
3
5です。 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ Ａの面積：重なり部分の面積：Ｂの面積はいくらですか。 

 

 

 ⑵ ⑴の比にマルをつけて、それぞれの面積とします（例えば⑴の答えが

１：２：３なら、Ａ＝①、重なり＝②、Ｂ＝③とします）。このとき、

太線で囲まれた部分の面積は何マルになりますか。 

 

 ⑶ 重なっている部分の面積は何㎠ですか。 
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５ 図のように、Ａ、Ｂ２つの円を重ねてできた図形の面積（太線で囲ま

れた部分の面積）は 432 ㎠で、重なっている部分の面積はＡの
1
3で、Ｂ

の
5
8です。Ａの面積は何㎠ですか。 
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６ 右図のように、２つの正方形ア、イが重なった図形があります。斜線

部分は正方形で、その面積はアの
1
4 、イの

9
16にあたります。太線で囲

まれた図形の面積は 172 ㎠です。このとき、次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 ⑴ ２つの正方形ア、イの面積の比を、最も簡単な整数で答えなさい。 

 

 

 

 ⑵ 斜線部分の正方形の１辺の長さは何㎝ですか。 

 

 

 

 

 

 

ア

イ
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７ 図のように大小２つの円が重なっています。小さい円を円Ａ、大きい

円を円Ｂとします。斜線部分の面積は 1727 ㎠で、重なっている部分の

面積は円Ａの面積
1
4の、円Ｂの面積の

1
8です。このとき、円Ｂの半径を

求めなさい。ただし、円周率は 3.14 として計算しなさい。 

 

 

 

 

 

 

円Ａ 円Ｂ
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■ 解答 ■ 

１ 
2
7、

1
3、 

  
1
3、

2
7、 

  
7
21、

6
21、 

  ７：６ 

２ ⑴ ７、２ 

  ⑵ ３、１  

  ⑶ ７、２、６ 

  ⑷ ７、６ 

３ 15：８ 

４ ⑴ ９：３：５ 

  ⑵ ⑪ 

  ⑶ 60 ㎠ 

５ 360 ㎠ 

６ ⑴ ９：４ 

  ⑵ ６㎝ 

７ 20 ㎝ 
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■ 解説 ■ 

３   大 重なり 小 

    ５ ： ２  

       ３ ： ４ 

    15 ： ６ ： 12 

  よって、 

   大：小＝15：12＝５：４ 

 

４ ⑴  ア 重なり イ 

     ３ ： １  

        ３ ： ５ 

     ９ ： ３ ： ５ 

 

  ⑵ ⑴より、 

     ア＝⑨ 、重なり＝③、イ＝⑤ 

    とおくと、太線で囲まれた図形の

面積は、 

     ⑨＋⑤−③＝⑪ 

 

  ⑶ ⑵より、 

     ⑪＝220 ㎠ 

     ①＝20 ㎠ 

     ③＝60 ㎠ 

 

 

５   Ａ 重なり Ｂ 

    ３ ： １  

       ５ ： ８ 

    15 ： ５ ： ８ 

  よって、 

   Ａ＝⑮、重なり＝⑤、Ｂ＝⑧ 

  とすると、太線で囲まれた部分の面積

は、 

   ⑮＋⑧−⑤＝⑱(㎠) 

  よって、 

   ⑱＝432 ㎠ 

   ①＝24 ㎠ 

   ⑮＝360 ㎠ 

 

 

６ ⑴  ア 重なり イ 

     ４ ： １  

        ９ ： 16 

     36 ： ９ ： 16 

    よって、 

     36：16＝９：４ 

 

  ⑵ ⑴より、 

     ア＝ 36 、重なり＝⑨、イ＝⑯ 

    とおくと、太線で囲まれた図形の

面積は、 

      36 ＋⑯−⑨＝ 43 (㎠) 

    よって、 

      43 ＝172 ㎠ 

      ①＝４㎠ 

      ⑨＝36 ㎠･･･斜線部分 

    よって、斜線部分の正方形の１辺

は、 

      36 ＝６×６より、６㎝ 

 

 

７   Ａ 重なり Ｂ 

    ４ ： １  

       １ ： ８ 

    ４ ： １ ： ８ 

  よって、 

   Ａ＝④、重なり＝①、Ｂ＝⑧ 

  とすると、斜線部分の面積は、 

   ④＋⑧−①＝⑪(㎠) 

  よって、 

   ⑪＝1727 ㎠ 

   ①＝157 ㎠ 

   ⑧＝1256 ㎠･･･Ｂの面積 

  よって、Ｂの半径を□㎝とすると、 

   □×□×3.14＝1256 

      □×□＝400 

        □＝20(㎝) 


